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主 催 :日本科学者会議原子力問題研究委員会 https:/lsa. grjplcommilee/genshi.html
共催・連絡先 :日本科学者会議京都支印
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ロ第 40 原子力発電問題
全国シンポジウム 2025京都

原発のない社会づくりのための検証と展望―ご参加お願いいたします。

日本科学者会議 (以下、JSA)は、東京電力福島第一原子力発電所の亨枚を踏まえて、第 12回定

期大会決議 (2011年 5月 29日 )で「東電福島第一原発事故を教訓に原発に依存しない社会をめぎ

そう」、また、第 43回定期大会 (2012年 5月 27日 )で「原発のない社会を実現するために国民的

共同を進めよう」などの声明を発出しており、この言葉をキーワードとして、今回のシンポツウム

のテーマを作成しました。

その後、全国的に原発のない社会づくりをめざして、JSA会員が①原発再稼働を阻止する運動と

裁判・知見、②核のゴミ (汚染処理水を合む)の処理処分や廃炉、O原発事故時の避難防災、③気

候危機と原発再稼働の問題、0放射根被ばく (がんの発症など)、 ③教科書副読本の間湮、0核露

料サイクルなどにとりくみ、科学的検証に基づいて未来への展望を発表してきました。

112024年元日に能登半島で地震・津波が起こったあと、電力移出地,[(福丼県)や電力受益圏 (関

西・東海圏)の住民はこれらの問題にさらに深い関心を持つようになりました.

今回のシンポジワムでは、_専門家が論拠を明らかにし、規範意識を持って、多角的に各論を述べ

るとともに学際的総合的な展望を発表します。市民や末来を担う子どもたちとの対話と討論の場と

なることを期待します.

2025,'7月 14日
｀                          JSA原 子力間疇 員会
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第 40回原子力発電問題全国シンポジウム 2025京都の
参加申込みは Goo91eフオームからお願いします。
https1//fom s.gle/Hc4UFHNSwEEDPッ jf6

美浜原子力発電,F(2024年 3月 )


